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川崎市消防団の設置及び定員等に関する条例等の一部を改正する条例の

制定について 

 

川崎市消防団の設置及び定員等に関する条例等の一部を改正する条例を次の

とおり制定する。 
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川崎市消防団の設置及び定員等に関する条例等の一部を改正する条例 

（川崎市消防団の設置及び定員等に関する条例の一部改正） 

第１条 川崎市消防団の設置及び定員等に関する条例（昭和３８年川崎市条例

第３１号）の一部を次のように改正する。 

第４条に次の１項を加える。 

２ 消防団員の種類は、次に掲げるとおりとする。 

 ⑴ 基本団員（次号に掲げる機能別団員以外の消防団員をいう。以下同じ。） 

 ⑵ 機能別団員（市長が定める特定の消防事務に従事する消防団員をいう。

以下同じ。） 

 第５条に次の１項を加える。 

２ 消防団員の種類ごとの定員は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号

に定めるとおりとする。 

 ⑴ 基本団員 １，２１０人以内 

 ⑵ 機能別団員 １３５人以内 
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（川崎市消防団員任免条例の一部改正） 

第２条 川崎市消防団員任免条例（昭和２３年川崎市条例第６２号）の一部を

次のように改正する。 

第２条第１項第１号中「者」の次に「（川崎市消防団の設置及び定員等に

関する条例（昭和３８年川崎市条例第３１号）第４条第２項第２号に規定す

る機能別団員（以下「機能別団員」という。）にあっては、当該消防団の区

域に通学する１８歳以上の者を含む。）」を加える。 

第３条第１項中「団員」の次に「（機能別団員を除く。）」を加え、同条

第３項中「行なう」を「行う」に改める。 

（川崎市消防団員退職報償金支給条例の一部改正） 

第３条 川崎市消防団員退職報償金支給条例（昭和３９年川崎市条例第３２号）

の一部を次のように改正する。 

 第２条中「消防団員」の次に「（川崎市消防団の設置及び定員等に関する

条例（昭和３８年川崎市条例第３１号）第４条第２項第２号に規定する機能

別団員を除く。以下同じ。）」を加える。 

   附 則 

 この条例は、令和２年４月１日から施行する。 

 

参考資料 

 

制 定 要 旨 

 

 消防団に機能別団員の制度を導入することに伴い、機能別団員について、定

員及び資格要件を定めること、退職報償金を支給しないこととすること等のた

め、この条例を制定するものである。 


